
【アパートで賃貸経営を成功させるコツとは？！】
資産運用の一手段として、不動産投資を行いたい人も多いかもしれません。人口が減少する日本では空室が問題となることもありますが、不労所得を得たり節税したりする手段として、人口減少が顕著でない地域であれば
未だに不動産投資はリスクが低めの投資と言えるでしょう。しかし、不動産投資と言っても、
多少のお金の余裕はあっても、マンションを一棟購入するまでの金額はハードルが高い場合があります。
そのようなときは中古の格安アパートを購入し、家賃収入を得るという選択肢をしてみましょう。
なぜアパート？
住宅用の賃貸には大まかに分けて一戸建て、マンション、アパートの3つがありますが、一般的には、
アパートが最も家賃が安く借りられる物件です。若い人たちやシニア世代には生活に余裕がない人が多く、近年管理状態の良いアパートに住みたいと思う人はだんだん増えてきています。しかし、不動産会社が経営するようなアパートでは審査が厳しく、より安い部屋に移りたい人たちが引っ越しできない現実があります。一方で、審査基準の柔軟な割安なアパートへ
の関心が高まっています。
入居者の興味を引く価格設定を
アパートの中にもカテゴリーがあり、格安のものから高級感に溢れるもの、新築から築40年以上など、さまざまなものがあります。それぞれの経営者の方針によってアパートがどのような方向へ進むかは分かれますが、高級路線ではマンションとの差がはかれず、またアパートという名前だけで家賃が高い部屋は嫌われる傾向にあります。
従って、アパート経営を成功させるひとつのコツは、過剰な設備をつけるのではなくリーズナブルなリフォームをして
周囲の家賃と比較して安価な価格に設定することです。そうすれば自然と注目度は高くなります。ここで欲を出して相場以上の値をつけると、アパート内のほとんどが空室という最悪の事態を招いてしまいます。
空室を埋めるための努力
価格が同じ2つのアパートの部屋があったとして、1つにはWi-Fiが完備されておりもう1つには何も特別な設備がなかったとしたら、どちらに魅力を感じられるでしょうか。アパート丸ごとWi-Fiのプランを物件に施せば個々の部屋が負担する利用料金は格安となり、魅力的な設備としてWi-Fiを打ち出すことが可能となります。
また、女性や学生に人気な設備はカメラ付きドアホンで、不審者が訪ねてきても事前に対策できるので大きなメリットがあります。このように住人にちょっと嬉しい工夫をして周りと差をつけることによって、賃貸経営を低リスクで成功させられる確率が上がることでしょう。
まとめ
アパート賃貸経営で大切なことは、低い家賃と時流にあった
設備を売りにすることです。賃貸経営をすると税金対策にもなるので、資金に余裕がある人はチャレンジしてみましょう。
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�どこでも不動産投資が有効だと思いませんので


�前文とのつながりが唐突なので入れました。


�自然な文章に変更


�そうとも限りません。戸建が安い事もあります。一般的には言えますが


�一般的にはとして、全ての状態と勘違いされる表現を改めました。また、単にアパートに住みたい人は居ないので改めました。本当であればマンションに住みたいのが普通ですが、家賃の関係で状態が良ければしぶしぶ住むというイメージです。


�自然な文章を心がけました。また、単に家賃が安いだけであるならば当たり前すぎて文章を書く意味が無いのでは？コツでもなんでもなく常識かと


�自然な文章にしました






